
商店街の挑戦を促す新たな金流
－クラウドファンディングから民間投資まで－

　少子高齢化やインターネット取引の進展などにより、商業地を取り巻く環境は、大きく変化して

います。また、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、国民の間に、新しい生活様式

が広まり、消費者の趣向やニーズ、行動、ライフスタイルも変化しました。

　地域の商業地は、新たな課題に直面しており、その課題も複雑化・多様

化しています。時代の先読みが難しい中、中心市街地や商店街に

おいてパイオニアとして活躍して来られた方々に、地域

の未来を熱く議論していただき、令和における

商店街像を探りつつ、地域の変革を目

指していきたいと思います。

主催：中小企業庁　　運営事務局：（株）野村総合研究所

令和を切り拓く、
地域の持続可能な発展を考える
シンポジウム
～新たな価値を創造し、まちの未来を導く商店街～
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16：30

入場開始
開会・趣旨説明
登壇者プレゼン
（10分休憩）
パネルディスカッション・質疑応答
まとめ・閉会あいさつ
閉会（※終了後会場にてお名刺交換
のお時間を設けております）

タイムスケジュール

場所 TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口 ホール４A
定員 【現地参加】 50名
　　 【オンライン（Microsoft Teams） 参加】 定員なし
　　　　　　

2022年2月14日（月）
14:00～16:30（受付13:30～）

東北編

参加費
無料



登壇者（登壇者プレゼン/パネルディスカッション・質疑応答）

　地方の人口減少が進み、国や地方公共団体においても、厳しい財政状況が続いています。今後、地域が、持続可能な
まちづくりを進めていくためには、これまでの資金調達の方法に加えて、地域の創意工夫により、新たな資金を調達して
いくことも重要となります。
　近年、資金調達の手段や方法は多様化していますが、特に、地域活性化への想いを尊重したクラウドファンディングや、
地域の金融機関と政府系の金融機関が連携した投資、地方公共団体による企業版ふるさと納税の活用などが注目
されています。
　本シンポジウムでは、資金調達の手段や方法、金融分野に精通する方々から見た魅力ある事業の組み立て方、地方公共
団体との連携などについて紹介しつつ、地域における持続可能な事業の在り方を熱く議論していただきたいと思います。

株式会社伊予銀行 地域創生部 課長

兒玉 洋平 氏
愛媛県松山市生まれ。関西学院大学文学部（日本史学専修）を卒業後、2001年伊予銀行に入行、営業店及び
本部のリテール営業企画部門を経て、2018年8月より愛媛県大洲市の観光まちづくり会社である（一社）キ
タ・マネジメント総務課長（CFO）として3年間出向、2021年8月より現部署に配属され、愛媛県及び20市町
の官民連携事業の創出や観光を切り口にした産業創出に精力的に取り組んでいる。

柳ヶ瀬を楽しいまちにする株式会社 取締役

大前 貴裕 氏
2011年岐阜市中心商店街活性化プロデューサー就任をきっかけに、柳ヶ瀬商店街活性化に携わる。定期市
「サンデービルヂングマーケット」や複合商業施設再生「ロイヤル40」等、マーケット運営をはじめとしたリノ
ベーション事業やプロモーション事業を展開し、事業主体となる民間まちづくり会社「柳ヶ瀬を楽しいまちに
する(株)」を設立。2017年に岐阜市より都市再生推進法人の指定を受け、官民連携でエリア再生に取り組む。

一般社団法人 まちくる仙台 代表理事

石井 光二 氏
宮城県石巻市生まれ。東北大学文学部中退。
(株)エスデーファイブ代表取締役社長。2011年の東日本大震災を機に仙台市中心部商店街の活性化事業に
参画。2017年より仙台市中心部商店街活性化協議会事務局長、（一社）まちくる仙台代表理事就任。仙台市
中心部の8商店街振興組合を中心に、仙台市や仙台商工会議所、大型店舗、地元報道機関等と連携してエリ
アの活性化に取り組んでいる。

新発田市みらい創造課 主任

鈴木 博之 氏
新潟県阿賀野市生まれ。2009年に駒澤大学を卒業後、日本福祉大学入学とともに、新発田市役所に入庁。総
務課、下水道課配属の後、経済団体への出向を経て2018年より現職。主な業務内容は総合計画、地方版総合
戦略等の地方創生関連業務。高校6校、大学・短大2校が所在する市の地域特性を活かし、若者と連携した地
域課題解決活動にも取り組む。新発田商工会議所まちの顔づくり推進室委員。

本シンポジウムは、現地参加とオンライン参加を併用したハイブリッド方式にて開催いたします。
現地参加とオンライン参加いずれにおいても、ご参加には申込みが必要です。
ご参加の申込み・問い合わせは、右のQRコード又は https://www.entrysta.com/machi-jinzai/
からお願いいたします。
会場にてご参加される皆様におかれましては、マスクをご着用いただき、大きな声での会話をお控えいただくなど、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止にご協力ください。
なお、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、完全オンラインでの開催に変更する可能性がございますので、予めご了承ください。
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